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◆ダイズシストセンチユウ防除の試み ～低濃度アルコールを利用した土壌還元消毒法の検討～

◆鮮度を生かした有利販売 ～遮光資材を用いたホワイトアスパラガスの栽培～

◆地域農業の活性化に向けて ～施設を活用した若手農業者の取組～
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↑ 東 京 都 産 業 労 働 局



東京都農業振興事務所 所長 石 原

新年明けましておめでとうございます。

年頭にあたり、皆様のご健勝をお祈 り申し上

↓デます。

昨年7月 の着任以降、多 くの現場に足を運び、

農業者の方々や関係団体の皆様のお話を伺って

まいりました。平成2年 から8年 間、旧農業試

験場と農林水産部に在職しておりましたが、15

年ぶりに農業の仕事に携わることとなり、改め

て東京農業が元気にがんばっており、これから

も東京という大都市の中で農業が営まれ続けて

いくことの価値の大きさを強く感じております。

今後の都市農業 ・農地のあり方については、

農林水産省と国土交通省において検討され、平

成24年度に中間のとりまとめがなされましたが、

都市農業に関する基本法の制定には未だ至って

おりません。またTPPの 議論が、東京農業にど

れほど影響を及ぼすかは、なお不透明な状況が

続いております。

このような状況においても、東京農業の振興

を停滞させることなく推進していくことが、私

ども農業振興事務所の役割だと考えております。

既に東京都では、平成24年3月 に 「東京都農業

振興プラン」を改定し、東京農業の持つ潜在力

を最大限に発揮 し、「都民生活に密着した産業」

として振興 していくため、「都市農業経営パワ

―アップ事業」、「農業 ・農地を活かしたまちづ

くり事業」等の事業を継続して展開してきてお

ります。

今年度からは、ソフト面からのさらなる取組

として、農林水産振興財回に 「チャレンジ農業

支援センター」の業務を委託し、当事務所も連

携 ・協力し、農業者の皆様の斬新なアイデアが

具体化されるよう支援を開始しました。

また、この 1月からは 「東京都エコ農産物認

証制度」を開始いたしました。消費者の方々に、

安心 ・安全な地場農産物を、よリー層わかりや

すく選んでいただけるよう、化学合成農案や化

学肥料を削減した農産物を認証するものです。

これらの取組を通じて、引き続き、東京農業

の特性を活かした産業力の強化、都内農産物の

安全 ・安心の確保と地産地消の推進、豊かな都

民生活と快適な都市環境のへの積極的な貢献ヘ

と向け結びつけてまいります。

農業振興事務所は、振興事業等を担当する2

課と農業技術 ・経営指導等を行う3つ の普及セ

ンターからなる現場の事業実践部隊として、農

業者、」A、区市町村等 と連携 ・協力 し、東京農業

の振興に努めてまいりますので、本年も引き続

き、ご活用いただきますようお願い申し上げます。



ダイズシストセンチユウ
防除の試

～低濃度アルコールを利用した
土壌還元消毒法の検討～

江東地域では、平成9年 頃より施設栽培のエ

グマメでダイズシストセンチュウによる被害が

初めて確認されました。被害拡大が懸念された

ため、都ではプロジェクトテームを設け、業剤

による防除対策に着手し、ダゾメット剤の適用

拡大等を始めとする防除技術を確立しました。

さらに、その後は農菜に頼らない防除法とし

て緑肥作物や抵抗性品種の検討を進めてきまし

た。そうした検討を進める中、低濃度アルコー

ルによる土壌還元作用を本U用した土壌消毒技術

が開発され、様々な土壌病害等への効果が期待

されました。そこで、農林総合研究センターと

共にダイズシス トセンチュウでの実用性につい

て検証を進めています。ここでは、その経過等

について紹介します。

低濃度アルコールを利用した消毒法

土壌還元消毒技術とは、土壊に米ぬか等の有

機物を投入して湛水 ・被覆 (太陽熱による昇温

効果)し 、土壌を還元状態 (酸素を奪いとった

状態)に することで、病害虫や雑草の密度を低

化させる技術です。

高濃度のエタノール (エチルアルコール)は 、

直接的な殺菌効果があることが知られています

が、有機物の代わりに10/0程度のエタノール水

溶液を潅注することで、土壌還元消毒効果の得

られることを (独)農 業環境技術研究所、千葉

県農業試験場及び日本アルコール産業 (株)が

発見しました。この発見を元に 「低濃度アルコ

ールを利用した土壌還元作用による土壌消毒技

術」が確立されました。

この技術は、特別な資材を必要とせずに土壌

の深層まで消毒ができ、肥料効果を持たないこ

とから施肥調整が不要となるなどの利点もあり

ます。一方、現状では大量のエタノールを消費

することから、他の消毒法に比べ高コス トにな

るなどの問題点もあります。

江東地域での取組

平成24年に足立区の施設エダマメ国場、平成

25年には葛飾区の施設エダマメ固場で春作の収

穫後、7月 ～8月 にかけて低濃度アルコールを

本U用した土壌還元消毒の実証試験を行いました

(写真)。

この2カ 年の結果では、土壌還元消毒後にシ

ス トセンチュウ被害の元となる活性の高いシス

トや卵の数が大幅に減少しており、低濃度アル

コールを利用した土壌還元消毒法の有効性が明

らかとなってきました。

写真 液 肥混入器によるアルコールの希釈と潅注の

様子

今後の普及に向けて

低濃度アルコール土壌遠元消毒法は事例数も

少なく防除価等の経済的な評価も十分でないた

め、次年以降も現地実証国等によるデータの収

集 ・検証を進めていきます。またコマツナや亀

戸ダイコンの上壌病害虫防除等への応用などに

ついても、検討を進めています。

普及センターでは、今後も農業による土壌消

毒が困難な場面で利用可能な技術として、本技

術の効果的な活用法を検討していきます。



鮮度を生かした有利販売

～遮光資材を用いたホワイトアスパラガスの栽培～

辺の収穫物に品質低下を招いている例がありま

す。出入 り回の被覆資材は、二枚重ねにするな

どの工夫で、光による着色を防ぎます。

遮光資材による トンネ
ルの裾は水封マルチでし
つかり押さえる

出八 日から光が入 りやす

いため、速光資材をしっか

り重ねて使 う

図 ホ ワイトアスパラガスの栽培

収穫後 も、光に当ることで着色が進みますの

で、出荷調整の際もなるべ く直射日光のあたら

ないところで行います。

直売経営における活用法

本来の旬である春先は、高級なホワイトアス

パラガスとして販売し、その後は立茎栽培に移

行 しグリーンアスパラガスを長期収穫すること

で直売所の目玉商品にすることも可能です。

まずはアスパラガスを導入し、9‖れたらホワ

イトアスパラガスに〕ヒ戦してみてはいかがでし

ょうか。

管内の直売所ではアスパラガスが人気アイテ

ムの一つとなっています。

アスパラガスには、通常のグリーンに加え、

紫色のパープル、そしてホワイト (写真)が あ

ります。

缶詰以外では9‖染の少ないホワイトアスパラ

ガスですが、東京特産のウド同様、グリーンア

スパラガスを軟白処理することで生産されます。

その清楚なタト観と独特の風味が評価され、業

務用の高級素材として注目されています。

アスパラガスの茎は、日光を浴びることで緑

色となりますが、萌芽してきた芽に陽が当らな

いようにして栽培 (軟白)す ると白いままの状

態で収権できます。アスパラガスの軟白は、通

常、盛 り上をして育てますが、近年、遮光資材

を使用した省力的なホワイトアスパラガス栽培

が実用化されました。普及センターでは小平市

内に平成24年から導入しました。

被覆資材による遮光栽培の実際

アスパラガスを遮光することで軟白させるた

め、専用品種は特にありません。管内では 「ス

ーパーウェルカム」や 「グリーンタワー」等が

使われています。

商品性を高めるためには、より白く仕上げる

ことが求められ、近光が重要となります。

このため、使用する近光資材はなるべ く遮

光率の高いものが求められます。近年、述光率

9990/0という資材も販売され、活用されています。

近光の開始時期は、奉先の萌芽直前です。新

芽に光が当らないよう、遮光資材で被覆し、施

設内を完全な暗黒条件にします (図)。

当初、うね内のみ トンネル被覆しましたが、

収穫期に光が入り、アントシアニンにより茎上

部に赤みが残 りました。そこで施設全体を述光

資材で被覆します。

光が最も入り込みやすいのが施設の出入 り口

です。出入りする際の光が原因で、出入 り口周

上 上

写真 収 穫されたホワイ トアスバラガス



地域農業の活性化に向けて

～施設を活用した若手農業者の取組～

西多摩管内は、共同直売所への出荷を主体と

する農家が多く、露地野菜を中心とした栽培の

ため、端境期の品薄が課題となっています。ま

た、安全 ・安心な農産物への関心が高い消費者

も多 く、農薬削減の取組が求められています。

普及センターでは、フレッシュ&Uタ ーン農

業後継者セミナー修了生などの若手農業者に対

し、都の補助事業である 「都市農業経営パワー

アップ事業」を活用した施設化を推進していま

す。平成24年度は、青梅市 3戸 、羽村市 4戸 、

瑞穂町3戸 が都の補助事業を受け、施設を導入

しました。ここでは、これらの施設を活用して

端境期対策や農薬削減、地域農業の活性化に貢

献している事例を紹介します。

赤色防虫ネットの活用

平成24年度に導入された一部の施設では、赤

色防虫ネットが使用されました (写真)。アザ

ミウマ等に忌避効果がある赤色防虫ネットを使

用することで、通気性 ・軽さをそのままに、微

小害虫の外からの侵入を軽減することができま

す。まだ導入が開始されたばかりですが、安全・

安心な農産物生産のため、農薬削減技術として

注目されています。

施設面積の拡大で端境期解消

羽村市では、施設で トマ ト、キュウリ、ピー

マンなどの果菜類を栽培 してお り、他の品目に

施設をll」用することができず、施設面積を増や

して品目拡大を検討している農業者がいました。

そこで、事業で新たに3棟 のパイプハウスを導

入し、ミズナやホウレンソウなど、栽培期間の

短い葉菜類の栽培が可能になりました。この結

果、年間を通じて安定生産ができるようになり、

端境期の解消に緊がりました (表)。

また、施設の妻面を全面開放可能とし、 ト ラ

クターの作業効率を改善する工夫も行いました。

表 :施設利用計画の一例

1月 12月 '3月 !4月 !5月 !6月 !7月 !8月 !9月 !10月 !11月 !12月

一

ダ
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|  |  |キ→トー号トーー十二―ト
1  1  ,  1 キ 旦ウリ

ー  1  1  :

|コカィロミイナ |  |  |

若手農業者が抑制 トマ トに拶し戦

瑞穂町では、フレッシュ&Uタ ーン農業後継

者セミナーを修了した若手農業者を中心に、事

業を導入し、直売所で品薄状態である抑制 トマ

トの栽培に挑戦しています。抑制 トマ トは、栽

培が少なく直売所で人気があり集客効果も期待

されています。普及センターでは、品種や栽培

法などを検討する展示国を設置し、生産を支援

しています。直売所への出荷者が少ない期間の

ため、 トマ トを有利販売することができ、生産

意欲が高まっています。

今後は、若手農業者を中心に 「瑞穂 トマ ト」

をブランド化して販売することを検討していま

す。

今後の取組

共同直売所の安定的な品揃えは、消費者から

求められており、そのためには、今回のような

施設の有効活用が必要です。

普及センターでは今後も、都の補助事業やフ

レッシュ&Uタ ーン農業後継者セミナーなどを

通じて、施設化の推進と若手農業者の生産技術

の向上に取 り組みます。

写真 赤 色防虫ネットを利用 した施設



ルバーブジヤムで一致団結 !

～日野市 。「みちくさ会」の取組～

日野市の 「みちくさ会」(以下、会と省略)は 、

平成17年に設立された市内の女性農業者で組織

するグループです。主要な活動の一つが、農産

物に付加価値をつけ、所得向上を目指す取組で

す。現在、会が栽培から手がけたルバーブジャ

ムが好評となっています。

ルバーブ栽増の背景

普及センターでは、会の設立当初から、切り

花など様々な農作物の栽培講習会等を行い、会

の活動を支援してきました。

会員の経営は、野菜 ・果樹 ・花きと多様です。

そこで、会員が共通して栽培に取 り組むことが

でき、加工品にしやすい作物を検討しました。

その結果、ルバーブを選定し、平成22年から取

組を始めました。

活動の経過

1年 目 :ルバーブ苗の配布～栽培適地の検討

会ではルバーブ栽培の講習会を実施し、一年

生のポット苗を配布しました。また、会員国場

内の様々な場所に苗を定植 し、栽培適地の検討

を行いました。

その結果、栽培適地は、西日がほとんど当た

らず、肥決な土壌であることを確認しました。

また、生育の良好な株を秋に収穫 し、ジャム加

工講習会を開催しました。

2年 目 :ジ ャム加工 とレシピ開発

順調に生育 したルバーブを吸穫し、日野市産

の野菜や果物などを混ぜたミックスジヤムの試

作講習会を実施 しました (写真 1)。

さらに、ルバーブ栽培の先進地の長野県富士

見町を視察 し、栽培方法やジャム加工技術の意

見交換を行いました。また、大きく育った株を

用いて株分けの講習会を行い、栽培の拡大を図

りました。

3年 目 :ジ ヤムの製品化

会独自でのルバーブジヤムの製品化を目指 し、

検討を重ねましたが、加工場所が確保できませ

んでした。そこで、普及センター、市役所及び

」Aが 連携 して、日野市内で製造を委託できる

業者を探 し、ジヤムのレシピ作 りや販売方法に

ついて支援を行いました。

使用する瓶の選定やラベルの作成は会員で

検討 し、平成24年に製品化 しました (写真 2)。

製造 したジヤムは好評で、す く
｀
に完売 しました。

写真2 店 頭に並んだルバーブジヤム (中央)

と、ルバーブ (右上)

今後の取組について

会では、消費者にルバーブを知ってもらうた

め、会員が講師となり、消費者に向けてジヤム

作 り講習会を開くなどの取組を行っています。

普及センターでは引き続き、栽培や加工、販

売面での支援を行ってv きヽます。写真 1 ル バーブジャムの言式作



ぼかし肥料を土づくりに
活用しよう

～作り方、使用の留意点～

ぼかし肥料は、農家が古 くから行ってきた土

づ くり技術の一つです。主に鶏ふん、かす類、

ぬか類などチッ素含量が多くて分解しやすい有

機物を混合し、発酵処理した有機質肥料をいい

ます。

ぼかし肥料が注目されるのは肥料効果と共に、

発酵によって増殖させた微生物の作用によって

作物の根の活性を高めることにあります。また、

土壌の緩衝機能の向上と、多様な菌の増殖によ

る土壌病害の抑止効果が期待されます。

ぼかし肥料の材料

ぼかし肥料は、基本的に 「比較的手に入り易

い材料」で作 り、コス トをできるだけかけませ

ん。一般に使用される材料を以下にあげます。

○主原料

米ぬか、腐葉上、発酵鶏ふん、豚ぶん堆肥、

くず大豆、 くず麦、ふすま、油かす、魚かす、

発酵生ごみ等の有機質

○添加材料 (少量添加)

カキ殻、モミ殻 くん炭、草木灰、カニ ・エビ

殻等

○山や草地の上着菌導入

自家製腐葉上、前回作ったぼかし肥料等

ぼかし肥料の作製例

簡単な作製例をご紹介します。まず、材料と

して、①米ぬか、②腐葉上、③発酵鶏ふんを容

積で等量用意します。これらの材料を乾いた状

態のまま良く撹拌 します。この混合物に、④カ

キ殻石灰を米ぬかの容積の2割 (容積)程 度を

加え、混合します。これらに水を加え、均―に

なるよう撹拌 します。ポイントは水分含量で、

400/Oが適当です。混ぜたものを手で握ると回ま

り、指で突くと壊れるく
｀
らいが目安です。高さ

30cm程度に積んで、乾かないようムシロで覆い

ます。また、外から水が入らないよう工夫します。

発酵期間は夏期で2週 間、冬期で4週 間程度

です。発熱が収まり、全体が自くなって乾けば

完成です (写真)。保存は、上のう袋のような

通気性の良い袋を使って下さい。

作製上の留意点

良いぼかし肥料を作製するにあたってのポイ

ントは次のとおりです。

1 雨 に当てないようにできる限り、屋根下で

作る。

2 土 間やぼかし肥料を作った場所で作製する。

3 堆 積山の高さは30～ 40cmとし、発酵熱を60

℃以下に抑える。60℃を超えた場合、切り返

しを行い、高さを低くして、発酵熱を下げる。

4 材 料の山はムシロやゴザで覆い、乾燥を抑

える。

5 紫 夕半線に当てないように、シートで近光する。

使用にあたつて

ぼかし肥料の使い方は、元肥が基本です。堆

肥と比較して肥料成分が高いため、投入量が少

なくて済みます。反面、堆肥に比べ固場内で腐

植となる素材が少ないので、植物質堆肥あるい

は緑月巴と併用して下さい。施用の目安は10アー

ルあたり300kg程度で、多すぎても弊害を生 じ

ます。また、施用後に急激な分解がないため作

物の根傷みも少なく、追肥も可能です。根域の

微生物活性を高めるため株元施用が効果的です。

写真 ぼ かし肥料の完成状態



ら農業体験型農園が相次いで開園しています。

この3区 は、特産のコマツナ、エダマメ等の

市場出荷が盛んな地域ですが、地域住民のエー

ズに応える取組として、学校給食への特産コマ

ツナの供給に加え、多品目生産による直売型経

営の展開、さらに体験型農園の導入などが進め

られています。中でも農園主の指導のもと、入

園者が種蒔きから収獲 まで一連の農作業を体験

する農業体験型農園は、地域住民の農業理解を

進める仕組 として注目を集めています。

Uタ ーン後継者が園主を務める農園もあり、

普及センターでは作付計画へのアドバイスや病

害虫情報の提供等、園主に対する技術的なサポ

ートを行つています。現在、3区 で6園 が開設

されており、3月 までにもう1農園の開園が予

定されています。

◎平成26年 2月 7日 (金)13i30～ 17:00

東京都男女共同参画フォーラム (会場 :立川アイム)

◎平成26年 1月 31日 (金)～ 2月 2日 (日)

第63□関東東海花の展覧会 (会場 :池袋サンシヤインシテイ文化会館 2階 展示ホール)

●鶴◆鶴(1)離◆鞭◆鱗◆欝◆畿く'鱗◆轟◆鱗◆鱒◆畿◆畿◆畿◆餞◆鱗◆畿◆畿◆鶴◆鶴◆畿◆轟◆欝

ン表紙写真 :農業体験型農園の園主による農作業指導

◆お問い合わせ|よ下記まで ・・・

農業振興事務所中央農業改良普及センター

農業振興事務所中央農業改良普及センター東部分室

震業振興事務所中央農業改良普及センター西部分室

農業振興事務所西多摩農業改良普及センター

農業振興事務所南多摩農業改良普及センター

農業振興事務所振興課

a 0 4 2 - 4 6 5 - 9 8 8 2

a 0 3 - 3 6 7 8 - 5 9 0 5

a 0 3 - 3 3 1 1 - 9 9 5 0

a 0 4 2 8 - 3 1 - 2 3 7 4

a 0 4 2 - 6 7 4 - 5 9 7 1

容0 4 2 - 5 4 8 - 5 0 5 3
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瑞穂町に震家カフエがオープン

瑞穂町駒形富士山の養鶏農家が、自家鶏卵を

使ったスイーツを農場の隣で店舗販売 していま

す。平成24年10月、店内でも食べたいという客

の要望に応え、本格的なカフェに生まれかわり

ました。平成25年からは鶏卵だけでなく、自家

製の小麦も使用 した菓子も加わり、一段 と美味

しくなりました。セットの飲み物は、同じ瑞穂

町で生産 。加工された東京狭山茶や東京紅茶を

使用 しており、好評を得ています。また、カフ

ェではライブやハム作 りといつた様々なイベン

トも開かれ、地域交流の拠点となっています。

便ユ拒書委


